
平成 22年度情報化施工監督・検査及びデータ作成講習会

日 時：平成 23 年 2 月 24 日（木）

14:00～16:00

場 所：北陸地方整備局

次 第

１ 開 会

２ 開会挨拶

３ 内容説明

（１） 情報化施工の推進について

（２） ＴＳ出来形管理について

・ ＴＳ出来形管理の概要

・ 設計データの概要と出来形管理測量のデモンストレーション

社団法人 日本建設機械化協会 施工技術総合研究所

４ 閉 会



平成 22年度情報化施工監督・検査及びデータ作成講習会

日 時：平成 23 年 2 月 25 日（金）

13:30～15:30

場 所：富山河川国道事務所

次 第

１ 開 会

２ 開会挨拶

３ 内容説明

（１） 情報化施工の推進について

（２） ＴＳ出来形管理について

・ ＴＳ出来形管理の概要

・ 設計データの概要と出来形管理測量のデモンストレーション

社団法人 日本建設機械化協会 施工技術総合研究所

４ 閉 会



情報化施工の推進について
■ 施工管理において活用する技術

【TSによる出来形管理技術】／【TS/GNSSによる締固め管理技術】

150～200件H22情報化施工目標件数

技 術 TSによる出来形管理 ☆ TS/GNSSによる締固め管理

出来形管理は情報化施工の
基幹技術
TS出来形管理は「監督検査

要領」を策定済

TS出来形管理を優先して普

及促進

H21試験施工実施件数 64件 65件

ﾚﾝﾀﾙ可能台数※ 250台程度 200台程度

■ 施工において活用する技術
【マシンコントロール(MC）/マシンガイダンス(MG)技術】

30～40件H22情報化施工目標件数

機 種 モータグレーダ ☆ ブルドーザ バックホウ

MCグレーダは施工者自らが
採用し、導入現場数が増加して
いる
自社保有化も進みつつある
MCグレーダを優先して普及

促進

H21試験施工実施件数 29件 18件 11件

ﾚﾝﾀﾙ可能台数※ 50台程度 100台程度 200台程度

※レンタル可能台数は、
レンタル・リース業者数社へのヒアリング結果

既に実用化段階にあり、平成２５

年度の一般化に向けて普及措

置を講じる技術

一般化推進技術一般化推進技術 ☆☆

技術の適応性は確認済みであ

るが、引き続き実用化に向けて

検討が必要な技術

実用化検討技術実用化検討技術

平成23年2月 企画部 施工企画課

平成22年度 情報化施工監督・検査及びデータ作成講習会

「情報化施工技術の一般化・実用化の推進につい
て」（H22.8.6通知）参照（イントラ掲載）



詳細設計（コンサルタント）成果
（発注者より貸与）

施工業者による作業 情報化施工の実施

情報化施工
実施工事

データ形式 2次元ＣＡＤ図面 （印刷した紙の情報からデータ入力）

情報化施工用設計データの流通環境整備ロードマップ（案）
■ 従来の設計データの扱い

ＴＳ出来形管理

マシンコントロール
マシンガイダンス

図面から読み取り、データ手入力図面から読み取り、データ手入力

■ 2222年度から年度から実施するデータ流通環境・・・設計から施工へのデータ流通を実現

詳細設計（コンサルタント）成果（発注者より貸与） 情報化施工の実施

情報化施工
実施工事

データ形式 2次元ＣＡＤ図面
発注者で情報化施工用データ（３次元発注者で情報化施工用データ（３次元
データ）に変換し、施工業者に貸与データ）に変換し、施工業者に貸与

ＴＳ出来形管理
マシンコントロール
マシンガイダンス

【発注者による情報化施工用データの作成について】
① 情報化施工技術の活用が見込まれる工事の詳細設計等の業務においては、２次元ＣＡＤ図面を変換した情報化施工用ﾃﾞｰﾀ（３次元ﾃﾞｰﾀ）を成果品とする。

実施中の業務で情報化施工用ﾃﾞｰﾀ（３次元ﾃﾞｰﾀ） が必要な場合、変更で対応し成果品とする。
② 既に業務が完了し情報化施工用ﾃﾞｰﾀ（３次元ﾃﾞｰﾀ） が必要な場合、発注者の負担により２次元CAD図面を変換し情報化施工用ﾃﾞｰﾀ（３次元ﾃﾞｰﾀ）を作成する。

☆ 設計については技術管理課へお問い合わせ下さい。

◇ 詳細は「平成22年度情報化施工の実施について」（8.23事務連絡）及び「平成22年度 設計業務委託における施工管理用3次元データの作成に
ついて」（10.20事務連絡）などを参照してください。（イントラ掲載）



一般化実用化普及段階（Ｈ２２～Ｈ２４）
段階

項目
技術名

情報化施工による
出来形管理費用

トータルステーション
による

出来形管理技術
通常の技術管理費

情報化施工による効果が
反映された積算

情報化施工技術導入における積算の考え方

工事費比較※

情報化施工技術を
活用するための経費

情報化施工による
施工費

マシンコントロール
（モータグレーダ）
技術

施工効率化による施工費低減
（ｸﾞﾚｰﾀﾞの効率向上）

施工効率化による施工費低減
（ｸﾞﾚｰﾀﾞの効率向上）

情報化施工機器
ﾚﾝﾀﾙ費用計上

情報化施工機器
損料計上

1.0 0.9

※工事費比較は、舗装工
10,000㎡の路盤工の直接工
事費（材料費除く）の情報化施
工技術を導入しない場合を1.0
とした場合の工事費比率

TS/GNSSによる

締固め管理技術

品質管理費用
従来の締固め管理方法との二重管理となる場合は、必要な費用
を計上する。情報化施工技術を活用す

るための経費

マシンコントロール
／マシンガイダンス
（ブルドーザ）技術

マシンガイダンス
（バックホウ）技術

品質管理費用
情報化施工を実施するために必要な機器・システムの調達費用を
計上する。

情報化施工技術を活用す
るための経費

一
般
化
推
進
技
術

実
用
化
検
討
技
術

実
用
化
検
討
技
術

◎ 調査費：技術に対する調査を実施する場合、必要な費用を計上する。

☆ 積算（条件明示）については技術管理課へお問い合わせ下さい。

◇ 「平成22年度情報化施工の実施について」（8.23事務連絡）には積算要領などが記載されていますので参照してください。（イントラ掲載）
「情報化施工を導入する工事の発注について」（12.16事務連絡）には入札公告・説明書記載例、特記記載例、条件明示などが記載されて
いますので参照してください。（イントラ掲載）



ホームページ、イントラによる情報化施工の紹介

地整ウェブサイトより 地整ウェブサイトより

イントラより

・情報化施工の概要

・関係要領

・見学会・研修会

の報告

等を掲載

・通知文書

・関係要領

・試験施工調査様式、

簡易ｱﾝｹｰﾄ調査様式

等を掲載

情報化施工に関する現場見学会、研修会
等計画する際は、施工企画課まで情報提
供願います。




